






















































































































































女子高等師範の前身たる竹橋女學校と︑私立で 外人の手になって居る基督教主義 もの一つ二つと︑跡見女學校とがあったのみである︒そして︑竹橋女學校を除く外は 生徒數も二十名か三十名位の はれなものであったが︑桃夭家塾の開かるるや︑僅に二年にして生徒數は二百名に達した︒今日とちがひ︑女子の向學心の乏しかった明治十三年に︑ 目ざましい成績と言はねばならぬ﹂︵福島四郎
  1935 ：
689 ︶と高く評価している︒さらに﹁桃夭家塾











女子部が廃止された後︑皇后︵後の昭憲皇太后︶ 意思により新たに設立された︑華 子のための学校である︒華族女学校新設の理由 ついて︑ ﹃女子学習院五十年史﹄は以下のように述べる︒
















































































る母の像として想定されたのであろうか︒明治天皇は︑ ﹁打ちつづく國内 兵亂﹂により︑ ﹁華族子弟はとりわけ武人である事﹂を﹁悦んだ﹂と考えられていた︵故下田校長先生傳記編纂所代表者
  1943 ：
194 ︶ ︒そのため︑前掲の﹃女子学習院五十年史﹄でも
触れられている︑一八八一年に宮内卿より 督部長に与えられた聖旨によれば︑華族は﹁兼テ勅諭モ有之各自奮勵文武ヲ研究スヘキハ勿論ニ候得共少壯之者ハ一層精神ヲ發揮シ可成陸海軍ニ從事候樣可心掛旨猶又被仰出候條此旨相達候事﹂ ︵女 学習院
  1935 ：
211 ︶とされた︒このように一八八〇年代の華族教育
は︑男子を軍人に育成することを基調とした︒おそらく下田は族女学校の重要な経営者として国家主義的教育を代表する立場から︑軍人育成に 点を置い 華族学校の教育方針に合わせ ︑華族女子教育においても︑ 軍人 や国家への
貢献と結びついた ﹁
賢















































































事へ夫を助け﹂るこ と︑ ﹁一國の富强 る﹂ために﹁節婦とな
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り﹂自分の﹁家の富﹂を蓄えることであり︑ ﹁賢母﹂の役割は﹁能く人類を新たにして一國の躰面を進ましむる﹂ことであると述べた︒さらに﹁國の富强﹂は個々の家の豊かさから得られるという考えが示 れた︒こうして下田は︑家政に関する実務的な女子教育を通して有用な女子を育成することが︑国の富強・開明に ると主張した︒
このように︑下田は上流家庭の女子向けに伝統的教養教育を




































































故下田校長先生傳記編纂所代表者 四三 ﹃下田歌子先生傳﹄ ︑
故下田校長先生傳記編纂所
児島薫︑二〇〇六︑ ﹁桃夭塾卒業生 本野久子について﹂ ︑実践女
子大学﹃実践女子大学文学部紀要﹄ ︵
48︶















































































































































































































































































































































































































































































































唱歌一一一一 體操通計二八二八二八二八二八二八二八二八二八二八二八二八二八 八 八 八 八 八
（かく・けんき／広島大学大学院文学研究科博士課程後期）
